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目
本
に
お
け
る
最
も
古
い
声
明
の
伝
統
は
勿
論
奈
良
仏
教
に
於
け
る

声
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
諸
声
明
の
基
礎
と
は

な
つ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
現
存
す
る
諸
声
明
の
事

実
上
の
源

は
延
暦
二
十
三
年

(
八
〇
四
)
に
最
澄
と
空
海
が
入
唐

し
天

台

・
真
言
の
二
宗
を
伝
え
、
さ
ら
に
円
仁
の
入
唐
に
よ
る
声
明
伝
来
で

あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。(1
)

「魚

山
声
明
相
承
血
脈
譜
」
に
よ
れ
ば
、
慈
覚
大
師
円
仁
は
将
来
し

た
多
く

の
声
明
曲
の
内
、
次
の
五
曲
を
専
門
酌
に
分
け
て
相
伝
し
て
い

る
。
そ
の
五
曲
と
は
、
長
音
供
養
文

・
独
行
戯
法

・
梵
網
戒
品

・
引
声

念
仏

・
長
音
九
条
錫
杖

で
あ
る
。

こ
の
五
曲
を
伝
授
さ
れ
た
諸
先
徳
の
中
で
、
五
大
院
安
然
は

当
時
の
声
明
梵
唄
の
楽
理
の
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
著
名
な

「
悉
曇

(2
)

蔵
八
巻
」
を
撰
し
て
い
る
。

安
然

の

「
悉
曇
八
巻
蔵
笛

の
説
」
す
な
わ
ち
平
安
初
期
に
書
か
れ
た

悉
曇
蔵

に
よ
る
横
笛
の
五
音
が
そ
の
後
の
声
明
の
基
本
的
な
楽
理
で
あ

り
、
現
行
声
明
音
律
の
基
礎
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
楽
律
の
記
述
と

し
て
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

安
然
は
承
和
八
年

(八
四
一
)
の
生
れ
で
あ
り
、
延
喜
十
五
年

(九

一

五
)
の
入
寂
で
あ
る
か
ら
、
平
安
中
期

の
声
明
師
と
し
て
こ
こ
に
取
り

上
げ
ん
と
す
る
大
法
師
浄
蔵

(八
九
一

九
六
四
)
の
若
年
の
頃
と
安
然

の
晩
年
が
重
な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

浄
蔵
は
、
魚
山
声
明
相
承
血
脈
譜
に
よ
れ
ば
、
慈
覚
大
師
-

日
蔵
-

浄
蔵
と
云
う
系
列
に
よ
つ
て
、
「魚
山
声
明
五
箇

の
秘
曲
」
の
内
、
長
音

九
条
錫
杖
を
相
承
し
て
い
る
声
明
師
で
あ
る
。
安
然
は
平
安
初
期
に
お

け
る
声
明
楽
理
に
つ
い
て
の
資
料
を
残
し
た
声
明
師
と
し
て
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
声
明
実
唱
に
関
す
る
記
録

が
残
さ
れ
て
は
い
な

い
。
ま
た
悉
曇
八
巻
蔵
の
第
二
巻
笛
の
説
を
除
け
ば
、
音
の
も
つ
密
教

的
意
味
の
意
義
づ
け
の
記
述
が
多
く
、
声
明
実
唱
上
の
楽
理
と
し
て
受

け
と
め
る
に
は
至
難
な
問
題
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
安
然
と

同
時
代

・
同
系
列
の
声
明
師
と
し
て
実
唱
上
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

の
が
浄
蔵
な
の
で
あ
る
。

こ
の
声
明
師
浄
蔵
の
記
録
を
旙
く
こ
と
に
よ

り
、
平
安
中
期
に
お
け
る
声
明
実
唱
の
実
態
を
推
考
し
よ
う
と
す
る
も
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の
で
あ
る

(3
)

「
大
法
師
浄
蔵
伝
」
に
よ
れ
ば
、
釈
浄
蔵
、
俗
姓
三
善
氏
、
右
京
三

坊
の
人
也
と
云
う
か
ら
、
京
都
の
生
れ
で
あ
る
。
先
祖
は
百
済
国
速
古

王
で
あ
り
、
父
は
従
四
位
上
清
行
卿

・
母
は
弘
仁
帝

(嵯
峨
天
皇
)
の
孫

女
で
そ
の
八
男
で
あ
る
と
い
う
。
寛
平
三
年

(
八
九
一
)
の
生
れ
で
四
歳

の
時
千
字
文
を
読
み
、
七
歳
に
し
て
出
家
し
、
十
六
歳
の
時
叡
山
の
玄

照
よ
り
両
界
三
部
之
大
法
を
受
け
、
十
八
歳
の
時
大
慧
大
法
師

(安
然

の
弟
子
)
よ
り
悉
曇
を
学
ん
だ
と
云
う
。

ま
た
浄
蔵
は
、
継
竹
之
曲
調
を
知
る
に
よ
つ
て
殊
に
悉
曇

の
音
韻
を

朗
す
也
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
十
九
歳
の
と
き
誓
い
て
三
箇
年
を
期
し

て
横
川

の
苔
洞
に
蟄
居
し
、
六
趣
群
類
抜
苦
与
楽
の
為
に
毎
日
法
花
経

六
部
を
諦
し
、
三
時
に
行
法
を
修
し
六
時
に
関
伽
を
備

へ
、
毎
夜
六
千

反
の
礼
拝
を
行
な
つ
た
と
云
う
の
で
あ
る
O
ま
さ
に
超
人
的
な
苦
行
を

行
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
不
思
議
に
も
侍
者
が
現
わ
れ
て

鐘
を
打

つ
た
り
供
華
の
樒
を
採
つ
た
り
し
て
浄
蔵
を
助
け
た
と
い
う
。

時
に
檀

主
が
で
き
て
五
条
袈
裟
を
寄
進
し
た
の
で
法
師
が
こ
れ
を
着
用

し
た
と

こ
ろ
件

の
侍
者
が
大
い
に
瞑
り
、
口
よ
り
火
を
吐
き
て
こ
れ
を

焼
い
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
わ
け
は
不
浄
人
が
裁
縫
し
た
も
の
で
あ
つ
た

か
ら
だ
と
い
う
。
但
、
他

の
衣
服
は
焼
け
な
か
つ
た
の
で
見

て
い
た
も

の
は
不
思
議
が
つ
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
浄
蔵
は
、
大
峰
山

・
葛
木
山

・
那
智
山

・
白
山
な
ど
山
岳
仏
教

の
行
場

に
於

い
て
各
種
の
修
行
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い

て
神
異
を
示
し
た
こ
と
が
浄
蔵
伝
に
記
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
こ
で
取
上

げ
よ
う
と
思
う
の
は
浄
蔵
の
声
明
実
唱
に
お
け
る
記
録
で
あ
る
。

(一
)
 仏
名
会
梵
音
の
項

醍
醐
御
宇
法
師
為
二定
額
一参
ニ
勤
御
仏
名

噛
而
梵
音

頽
之
間
、
平

塞
比
坐
、
密
語
レ
人
云
、
頽
曲
頗
不
レ
例
奥
、
法
師
自
二殿
上
一退
下
、

平
塞
来
ニ宿
所
一談
話
之
間
、
蔵
人
公
忠
被
二
宣
旨
一云
、
以
二此

酒

麻
菓
等
一可
レ賜
二導
師
大
法
師
等

但
今
夜
梵
音
尤
美
好

也
、
導

師
等
宜
二伝
習
後
動
7
之
者
、
平
塞
聞
二此
宣
旨
一報
面
臭

こ
れ
は
醍
醐
天
皇

(八
九
七
-
九
三
〇
)
の
御
代
に
宮
中
に
て
仏
名
会

が
厳
修
さ
れ
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
。
浄
蔵
が
定
額
僧
と
し
て
仏
名
会

に
参
勤
し
て
梵
音
と
云
う
声
明
曲

(仏
名
会
の
梵
音
は
導
師
が
独
唱
す
る
も

の
で
あ
る
が
法
親
王
が
導
師
を
な
さ
る
と
き
代
理
を
立
て
る
こ
と
も
あ
つ
た
よ

う
で
あ
る
)
を
唱
え
た
と
こ
ろ
平
塞
と
云
う
沙
弥

が
密
か

に
隣
人

に
批

判
し
て
頽
曲

(梵
音
曲
)
頗
る
例
せ
ず
と
云
つ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
宿

所
に
退
出
し
て
か
ら
蔵
人
公
忠
を
通
じ
て
、
「
今
夜
の
法
会
に
お
け

る

梵
音
は
尤
も
美
好
で
あ

つ
た
。
導
師
以
下
出
仕

の
者
達
は
も
つ
と
伝
習

を
重
ね
た
上
で
法
会
に
出
仕
す
る
よ
う
に
せ
よ
。
」
と
の
宣
旨
が
あ

り

参
勤
者
に
酒
酢
菓
等
を
賜
わ
つ
た
の
で
平
塞
は
蝦
面
し
た
と
云
う
記
述

で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
平
安
中
期

に
仏
名
会
が
よ
く
行
な
わ
れ
た
と
云
う
こ

と
と
、
浄
蔵
が
梵
音
曲
を
美
好
に
唱
え
た
と
云
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な

い
。

平
安
中
期
に
お
け
る
声
明
実
唱
の

一
考
察
 
(
天

納
)
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平
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期
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け
る
声
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唱

の

一
考
察
 
(
天

納
)

(二)
 
桜
花
会
唄
師
の
項

仁
和
寺
桜
花
会
、
法
師
為
二唄
師
一勤
之
間
、
中
納
言
藤
原
朝
成

軒
騨
頭
云
、
唄
音
大
誤
云
々
、
法
師
奇
思
且
千
、
法
会
事
畢
、
亭
子

第

八
親
王
召
二法
師
一感
二唄
曲
一殊
有
二勅
禄

又
勧
二杯
酒
一之
次
、

法
師
啓
二親
王
嚇
甚
称
レ有
レ興
、
即
召
二中
納
言

一令
レ尋
二其
誤
一之

処
、
納
言
理
伏
啓
云
、
唄
曲
事
是
臣
等
之
狂
言
也
云
々
、

こ
れ
も
同
じ
醍
醐
天
皇
の
御
代

の
こ
と
で
あ
る
が
、
仁
和
寺
で
桜
花

会
が
あ

り
浄
蔵
は
唄
師
を
勤
め
た

の
で
あ
る
。
(唄
師
の
役
は
大
導
師
に

つ
ぐ
上
薦
の
役
で
あ
る
。
)そ
れ
を
中
納
言
藤
原
朝
成

が
、
「唄
音
大
誤
云

々
」
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
亭
子
第
八
親
王
(宇
多
天
皇
の
別

名
を
亭
子
院
と
云
う
)
は
浄
蔵
を
お
召
し
に
な
り
彼
の
唄
曲
に
感
心
さ
れ

て
勅
禄
を
賜
わ
つ
た
り
杯
酒
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
納
言
の

中
し
た

こ
と
に
関
心
を
示
さ
れ
て
お
召
し
に
な
り
、

ど
こ
が
誤
り
で
あ

つ
た
の
か
と
お
尋
ね
に
な
つ
た
と
こ
ろ
、
中
納
言
は
、
「唄
曲

を
批
判

し
た
こ
と
は
こ
れ
臣
等
の
狂
言
で
あ
り
ま
し
た
。
」
と
中
し
上
げ
た
と

云
う
の
で
あ
る
。

(一
)・
(二)

の
資
料
に
よ
り
推
考
で
き
る
こ
と
は
、
平
安
中
期
に
於
て
、

当
時
の
天
皇

・
親
王

・
公
卿
達
が
各
種
声
明
曲
を
理
解
し
て
い
た
と
云

う
こ
と

で
あ
る
。
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
批
判
も
で
き
な
い
、
声
明
に

指
定
さ

れ
た
音
位
に
つ
い
て
も
関
心
を
示
す

べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

故
に
理
解

し
て
い
た
と
は
実
唱
が
で
き
る
程
理
解
し
て
い
た
と
云
う
こ

と
で
あ

る
。
今
日
大
原
魚
山
三
千
院
に
残

つ
て
い
る
御
臓
法
講
と
云
う

法
要
は
、
平
安
期
に
は
じ
ま
る
と
云
わ
れ
る
宮
中
御
臓
法
講
法
要
の
名

残
り
で
あ
る
が
、
明
治
以
前
は
勿
論
法
親
王
が
調
声
と
呼
ば
れ
る
大
導

師
を
勤
め
ら
れ
た
し
、
明
治
以
後
に
お
い
て
、
調
声
は
門
跡
が
勤
め
る

よ
う
に
な

つ
て
も
二

・
三
名
の
公
卿
が
共
に
出
仕
し
て
法
要
が
相
勤
ま

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
に
於
て
毎
年
五
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
桓
武

天
皇
講
と
云
う
法
要
は
、
三
千
院
の
御
俄
法
講
法
要
と
全
く
同
じ
形
式

の
法
要
で
あ
る
が
、
こ
の
法
要
に
は
出
仕
僧

の
中
か
ら
役
名

と
し
て

「大
臣

・
大
納
言

・
小
納
言
」
の
三
役
が
指
定
さ
れ
て
そ
の
役
と
し
て

出
仕
し
て
い
る
し
、
作
法
は
天
皇
が
随
喜
し
て
お
ら
れ
る
形
を
と
り
、

天
皇
の
御
使
用
に
な
る
華
籠
を
大
臣
が
膝
行
し
て
御
前
に
献
じ
た
り
、

行
道
中
に
天
皇
の
御
前
を
膝
行
し
た
り
す
る
作
法
が
厳
格
に
残
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

故
に
天
皇

・
親
王

・
大
臣

・
納
言
達
は
法
要

の
次
第

・
作
法

・
音
用

を
充
分
理
解
し
て
実
唱
で
き
た
と
云
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

そ
れ
ら
の
方
々
に
声
明
を
教
授
中
し
上
げ
る
声
明
師
が
存
在
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
事
も
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

時
代
は
す
こ
し
下
る
が
、
後
白
河
天
皇
が
嘉
応
元
年

(
三

六
九
)
に

出
家
さ
れ
法
皇
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
法
皇
に
声
明
を
教
授

中
し
上
げ
た
の
が
良
忍
上
人
の
弟
子
家
寛
で
あ

る
こ
と
は
、
魚
山
声
明

血
脈
譜
等
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
妙
音
院
大
政
大
臣
師
長
公
に
は
良
忍
の
弟
子
多
武
峯
住
僧
頼
澄
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の
弟
子
玄
澄
が
教
授
し
て
い
る
し
、
青
蓮
院
宮
慈
鎮
和
尚
に
は
家
寛
の

弟
子
智
俊

の
弟
子
蓮
戒
房
浄
心
が
教
授
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
然

・
浄
蔵
の
時
代
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
事
実
の
存
在
し
た
こ

と
を
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

国

仏
名
会
平
調
の
項

天
暦
年
中
、
法
師
為
二定
額
第

一
、
勤
二仕
仏
名
導
師

着
二礼
板
一

之
剋
、
宣
旨
云
、
今
夜
作
法
以
二平
調
一可
レ勤
レ
之
者
、
即
任
二
宣

旨
哨
自
礼
仏
頒
以
二平
調
一唱
レ之
、
則
御
帳
中
有
二箏
声

一蘇
、

六

種

一之
間
、
音
韻
暗
合
、
不
レ
堪
二御
感

則
賜
二御
衣
一漸
尋
二事
情

為
試
二法
師
之
綜
竹
之
妙

調
二箏
於
平
調
一隠
二置

之
一所
レ
被
二
仰

下
一也
、
□
楽
器
調
之
得
猶
以
難
也
、
矧
平
暗
出
レ
音
合
レ
之
、
更

所
二人

々
不
ワ知
也
、
此
道
極
妙
、
本
朝
絶
倫
臭
、

こ
れ
は
天
暦
四
年

(九
五
〇
)
の
仏
名
会
に
於
て
法
師
浄
蔵
は
定
額
僧

の
第

一
(大
僧
正
?
)
で
あ
つ
た
の
で
仏
名
会

の
導
師
を
お
お
せ

つ
か

り
、
村
上
天
皇
の
宣
旨
に
応
じ
て
絶
対
立旦
局
で
声
明
を
唱
え
て
、
声
明

師
と
し
て
の
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
と
云
う
記
述
で
あ
る
。

仏
名
会
導
師
作
法
に
つ
い
て
大
原
魚

山

の
覚

秀
の

「声
明
調
子
之

(
4
)
事
」
に
よ
れ
ば
、
仏
名
会
は
、
本
調
子
平
調

・
常
用
は

一
越
調
と
な
つ

て
い
る
。

は
じ
め
の
礼
仏
頽
は
中
曲

・
平
調
で
常
用
は

一
越
調
と
定
め

ら
れ
て
い
て
導
師
の
発
音

(ほ
っ
と
ん
)
に
て
始
ま
る
こ
と
に
な

つ
て
い

る
。浄
蔵
伝

に
は
、
導
師
で
あ
る
浄
蔵
が
礼
盤
に
登
り
導
師
作
法
を
修
せ

ん
と
す
る
と
き
に
、
「
今
夜
の
作
法
は
平
調
で
勤

め
よ
」
と

の
宣

旨
が

あ

つ
た
の
で
、
浄
蔵
が
宣
旨
の
通
り
礼
仏
頗
よ
り
平
調
に
て
唱
え
て
い

る
と
御
帳

の
中
か
ら
六
種
の
箏
声
が
し
た
と
云
う

の
で
あ
る
。
(
六
種
と

は
平
調
の
宮
・
商

・
角
・
徴
・
羽
・
宮
の
五
音
の
オ
ク
タ
ー
ブ
で
あ
り
、
六
紘

の
和
琴
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
本
に
笙
と
云
う
説
が
あ
る
が
、
笙
な
ら
平

調
に
合
わ
せ
て
お
く
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
)そ
し
て
浄
蔵

の
声
明

の
声

と
箏
の
音
と
音
韻
が
暗
合
し
た
の
で
天
皇
は
御
感
に
堪
え
ず
御
衣
を
賜

わ
つ
た
と
云
う
。
こ
れ
は
天
皇
が
浄
蔵
の
糸
竹
の
妙
を
試
す
た
め
平
調

に
合
わ
せ
た
箏
を
御
帳
の
中
に
隠
し
置
か
れ
て
音
を
合
わ
し
て
お
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
天
皇
は
、
楽
器
に
よ
つ
て
音
の
高
さ
を
取
る
こ
と
で
す
ら
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
の
に
、
何
の
音
も
な
い
一と

こ
ろ
で
正
し

い
音
位

(絶
対
音
高
)
を
と
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
ま
さ
に
此
道
極
妙

・
本

朝
絶
倫
な
り
と
お
ほ
め
の
言
葉
が
あ
つ
た
と
云
う
。

こ
の
資
料
に
よ
つ
て
も
、
浄
蔵
が
絶
対
立旦
尚
で
声
明
を
唱
え
得
る
名

手
で
あ

つ
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
村
上
天
皇
が
仏
名
会

の
声
明
曲
を

完
全
に
自
分
の
も
の
に
し
て
お
ら
れ
、
し
か
も
箏

の
演
奏
が
で
き
る
音

楽
的
水
準

の
方
で
あ
つ
た
と
云
う
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。

平
安
中
期

の
声
明
実
唱
の
水
準
が
か
く

の
如
く
で
あ
つ
た
か
、
ま
た

は
常
に
そ
れ
を
目
標
に
置
い
て
い
た
か
で
あ
ろ
う

こ
と
が
、

こ
の
よ
う

な
伝
記
を
作
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
は
、
声
明
楽
理
を
大
成

し
た

一
つ
の
根
拠
と
し
て
の

「
声
明
用
心
集
」
を
著
し
た
鎌
倉
期

の
魚

平
安
中
期

に
お
け
る
声
明
実
唱

の

一
考
察
 
(
天

納
)
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平
安
中
期

に
お
け

る
声
明
実
唱

の

一
考
察
 
(
天

納
)

山
声
明
師
蓮
入
房
湛
智
以
前
に
お
い
て
す
で
に
声
明
演
奏
に
お
け
る
五

音
十
二
律

の
重
要
性
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

あ
る
。
現
在
の
日
本
仏
教
界
に
於
け
る
僧
侶
の
日
々
の
勤
行
や
大
法
要
に
於

け
る
声
明
曲
の
実
唱
に
お
い
て
も
、
各
種
声
明
曲
を
指
定
さ
れ
た
旋
法

や
調
子
で
実
唱
す
る
こ
と
は
高
度
な
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

決
し
て
解
決
し
達
成
さ
れ
て
は
い
な
い
と
云
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、

平
安
中
期

の
声
明
家
た
ち
の
水
準
の
高
さ
に
今
さ
ら
な
が
ら
目
を
み
は

る
の
で
あ
る
。

1

魚
山
叢
書
・
舌

・
九
十
五
・
京
都
市
左
京
区
大
原
勝
林
院
蔵

長
音
供
養
文

・
円
仁
-
湛
芸
-
安
然
-

玄
静
-

寂
照

-
覚
超
-

覚

燈
-

広

明
-
法
円
-
賢
源
-
尋
宴
-
良
忍

独
行

繊
法

・
円
仁
-

安
芸
-
平
願
-
法
仙
-

覚
運
-

皇
厳
-

覚
尊
-

晴

西
-
良

忍

梵
網

戒
品

・
円
仁
-

安
恵
-

安
然
-

尊
意
-

源
信
-

覚
超
-
懐
空
-

寛

誓
-

良
忍

引
声

念
仏

・
円
仁
-

相
応
-

義
性
-

法
禅
-
証
範
-

実
性
-
覚

忍
-

法
円
-

賢
源
-

尋
宴
-
良
忍

長
音

錫
杖

・
円
仁
-
日
蔵
-

浄
蔵
-
覚
忍
-
盛
時
-
公
任
-

懐
空
-

延
股
-

寛
誓
-
良

忍

2

五
大
院
安
然
撰

・
元
慶

四
年

(
八
八
○
)
・
大

正
蔵

八
十

四

3

続

々
群
書
類
従
三
史
伝
部
所
収

4

魚
山
叢
書

・
鼻

・
四
十
五

・
勝
林
院
蔵
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